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1.はじめに 

医療や健康に関する情報（医療・健康情報）

の中から必要な情報を選び出して活用していく

ヘルスリテラシー[1]は、健康維持や増進に重要

なスキルのひとつである。ヘルスリテラシーと

は、「健康情報を入手し、理解し、評価し、活

用するための知識、意欲、能力であり、それに

よって、日常生活におけるヘルスケア、疾病予

防、ヘルスプロモーションについて判断したり

意思決定をしたりして、生涯を通じて生活の質

を維持・向上させることができるもの」と定義

されている[2]（ウェブサイト「健康を決める

力」より）。 

日本人におけるヘルスリテラシーは欧米に比

べると低く[3]、ヘルスリテラシーを身につける

ための情報教育実践を充実させることが重要な

課題となっている。 

大学などの高等教育機関では、ヘルスリテラ

シーを身につけるための教育実践も行われてい

る。たとえば、加藤[4]は、健康に関する教育科

目によって学生の e ヘルスリテラシー（インタ

ーネット上の健康や医療情報に対する情報リテ

ラシー）が変わるかを検討している。その結果、

科目の履修によって e ヘルスリテラシーが高ま

ることが示された。ただし、e ヘルスリテラシ

ーの測定は自己回答式の尺度への回答に基づい

ていた。そのため、観察可能な行動指標や客観

的な指標による検討も必要である。 

ヘルスリテラシーが反映される行動指標の一

つとして、情報探索行動が考えられる。すなわ

ち、インターネット上の医療・健康情報を探す

行動である。具体的には、どのような情報源か

ら探すか、どのようなキーワードを用いるか、

検索結果からどのようなサイトを選ぶかなどが

考えられる。ヘルスリテラシーの違いによって

こうした情報探索活動にも違いが見られること

が予想される。ヘルスリテラシーの程度で情報

探索活動に特徴の違いが見出されれば、ヘルス

リテラシーを育成するための情報教育の実践を

行うための教材に活かすことができるだろう。 

 

そこで本研究では、大学生および成人を対象

としてウェブ調査を行い、ヘルスリテラシーと

インターネットにおける医療・健康情報の探索

行動との関連を調べた。 

 

2.方法 

本研究の調査協力者は、インターネット調査

会社にモニター登録をしている 516 名（男性 214

名、女性 302 名、平均年齢 32.4±14.71 歳）だ

った。 

調査はウェブ調査で行った。調査項目には、

(1)European Health Literacy Survey 

Questionnaire 日本語版[3]、(2)インターネッ

ト上の医療や健康に関する情報探索行動を調べ

る質問項目、(3)年齢、性別、個人属性などのデ

モグラフィック変数などを含まれていた（その

他の質問項目も含まれているが、本報告では分

析対象としないため割愛する）。 

(1)は、ヘルスリテラシーを調べる尺度の日本

語版であり、先行研究[3]で信頼性と妥当性が確

認されている。「心の健康を維持する方法に関

する情報を理解するのは」などの項目に対し、

(1)とても簡単 (2)やや簡単、(3)やや難しい、

(4)とても難しい、(5)わからない/あてはまらな

い、の 5 段階で評定を求めた。「わからない/あ

てはまらない」を欠損値に換算し、簡単と答え

るほど数値が高くなるよう変換してから分析に

用いた（以下、J-HLS-EU-Q47）。 

(2)については、以下の質問で尋ねた。まず、

①「あなたは昨晩から耳がつまったように感じ

られて、音が聞こえにくいという症状がおこり

ました。心配なのですぐに医療機関を受診した

いと思っています。あなたなら受診する医療機

関をどのように調べますか。調べるときの手段

とその方法について以下に具体的にお聞かせ下

さい。」と尋ね、手段と方法について自由記述

で求めた。 

次に、「あなたは、風疹の感染者が増えてい

るというニュースをテレビで見ました。風疹と

はどのような病気かを知るために、あなたはど

のようなサイトを利用しますか。」と尋ね、最
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も当てはまるサイトを１つ選ぶよう求めた（そ

の他の質問項目もあるが本報告では割愛する）。    

 

3.調査結果 

J-HLS-EU-Q47 の各項目への回答をみると、

「とても簡単」と回答した比率が最も多かった

のは「薬の服用に関する指示に従うのは」(162

名、31.1%)であり、「とても難しい」と回答し

た比率が最も多かったのは「健康と充実感に影

響を与えている生活環境（飲酒、食生活、運動

など）を変えるのは」(123 名、23.8%)だった。

先行研究[3]を参考にして J-HLS-EU-Q47 の全項

目の評定値をもとにヘルスリテラシー指標得点

を算出したところ、先行研究（平均値 25.3、標

準偏差 8.2）とほぼ同様で平均値は 26.5、標準

偏差は 0.34 であった。 

 

4.ヘルスリテラシーと情報探索活動の関係 

次に、ヘルスリテラシーの程度によってイン

ターネット上の医療・健康情報の探索行動がど

のように異なるかを分析した。 

 まず、①耳の聞こえについて受診する医療期

間の問題について、ヘルスリテラシーの程度で

回答を分類、整理した。ヘルスリテラシー指標

得点が 0〜25 点のヘルスリテラシー不十分群

(n=200)、ヘルスリテラシー指標得点が 33 点よ

りも高いヘルスリテラシー十分群(n=74)のいず

れにおいても、検索手段としてインターネット

が最も多く、ついでスマートフォン（携帯）、

パソコン等があがった。 

 検索手段に「インターネット」とあげた回答

者の方法に関する記述を見ると、不十分群では

「検索」とだけの回答が最も多く、その他近く

の耳鼻科を探す、症状で検索などの回答がみら

れた。十分群では、具体的な症状を検索する、

耳鼻科で検索、近くの病院で検索するなどの回

答がみられた。 

次に、②風疹の感染者の問題について、ヘル

スリテラシーの程度別に回答を集計した

（Table1）。ヘルスリテラシー不十分群、十分

群ともに「納得のいく回答があるまで多くのサ

イトを閲覧する」が最も多く選択されていた。

一方、不十分群では「検索結果の上位 5 件以内

を見る」が２番目に選択率が高かったのに対し

て、十分群では「公的機関のサイトを見る」が

続いていた。また、「医療従事者のサイトを中

心にみる」の選択率が十分群の方が高かった。

「個人のブログの記事を見る」はいずれの群で

も最も選択率が低かった。 

 

 

5.考察 

 本研究では、ヘルスリテラシーの程度による

医療・健康情報の探索活動の違いを調べた。ヘ

ルスリテラシーの高い回答者の方が専門的な情

報を求める傾向が示唆された。今後の課題とし

ては、今回明らかになった情報検索行動の違い

について実験的に検討を行うことが考えられる。 
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